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はじめに
 
この度は Aufheben をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本
書は Aufheben という名前の、私が Japan Cup 2019 のゲストショーで演じた
パフォーマンスを解説するものです。ただし、この解説を理解しやすくする
ため、そしてそれぞれのメソッドのインパクトを体感していただくためにも、
まずは Dual Reality や Psychological Force といった知識を実例手順と一緒に
解説します。この分野のエフェクトの解説は日本語でなされているものが非
常に少なく、海外と日本とで情報格差が非常に大きいことから誤解されてい
る情報も多いと思います。理論や仕掛けが物理的に存在していないため、「サ
クラ」や「ラッキー」と捉える方が楽ということも大きな理由の一つです。
そこで、本書で誤解なく伝えていきたいと思います。

マジックには「面白い」「わからない」「びっくり」「怖い」などいくつもの
楽しめる要素が存在します。そんな中、他のエンターテイメントには存在し
ないマジックだけの要素が「不思議さ」だと思います。その「不思議さ」を
極限まで高め、「わからない」ではなく「ありえない」と感じるような驚愕
のエフェクトを作り出す際、これから私がお伝えする知識や考え方は必ず役
に立つでしょう。しかもこれは習得に何年もかかるスライトと違い、非常に
簡単にマスターできるものばかりです。Japan Cup 2019 を見ていたマジシャ
ンたちから「今まで見てきたマジックの中で一番不思議だった」と感想をい
ただきましたが、皆さんもこれと同様の現象を、この「奇跡」を作る方法論
を学んで手に入れていただきたいと思います。
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